
こ
れ
ら
の
資
料
は
、
旧
加
茂
町
役
場
文
書
の
名
称

で
一
括
さ
れ
た
書
類
を
、
古
書
店
か
ら
購
入
し
た
も

の
で
す
。
資
料
の
総
数
は
１
１
５
件
１
３
１
点
に
お

よ
び
、
年
代
は
大
正
９
年
（
１
９
２
０
）
か
ら
昭
和

17
年（
１
９
４
５
）に
か
け
て
の
20
数
年
間
に
わ
た
っ

て
い
ま
す
。

平
成
の
大
合
併
前
の
旧
加
茂
町
域
に
は
、
岡
山
県

下
で
町
村
制
が
施
行
さ
れ
た
明
治
22
年（
１
８
８
９
）

６
月
の
段
階
で
、
加
茂
・
東
加
茂
・
西
加
茂
・
上
加

茂
の
４
か
村
が
存
在
し
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
、
今
の

津
山
市
加
茂
支
所
の
周
辺
と
旧
町
の
北
西
部
一
帯
が

加
茂
村
で
、
大
正
13
年
に
町
制
を
施
行
し
て
加
茂
町

と
な
り
、
昭
和
17
年
５
月
に
は
東
・
西
加
茂
村
を
併

合
し
て
い
ま
す
。
先
述
の
年
代
と
照
ら
し
合
わ
せ
る

と
、
こ
れ
ら
の
資
料
は
加
茂
村
の
末
期
か
ら
東
・
西

加
茂
村
併
合
前
ま
で
の
加
茂
町
時
代
の
文
書
と
い
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。

内
容
を
見
る
と
、
町
会
の
議
案
綴
や
町
会
を
含
む

各
種
の
会
議
へ
の
案
内
も
し
く
は
出
席
依
頼
状
が
多

数
を
占
め
て
お
り
、
町
会
議
員
ま
た
は
町
長
経
験
者

の
家
に
旧
蔵
さ
れ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
、
戦
前
・

戦
中
期
の
旧
加
茂
町
域
の
村
政
・
町
政
を
探
る
上
で

有
用
に
な
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

（
小
島
）

津山市史だより 2017.3

第 8 号

大正９年から昭和17年にかけての旧加茂町役場文書



２
月
21
日　

於　

郷
土
博
物
館
研
修
室

今
回
は
、
事
務
局
か
ら
の
報
告
事
項
が
主
体
の

会
議
で
し
た
。
28
年
度
の
編
さ
ん
事
業
の
進
捗
状

況
や
新
年
度
予
算
の
内
示
状
況
が
報
告
さ
れ
、
今

後
の
調
査
や
市
民
へ
の
啓
発
の
進
め
方
に
つ
い

て
、
委
員
か
ら
意
見
や
要
望
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

28
年
度 

第
２
回 

編
さ
ん
委
員
会

部
会
通
信

◆ 

自
然
風
土
・
考
古
部
会

（
部
会
長

：

河
本
委
員
、
副
部
会
長

：

可
児
委
員
）

通
史
編
に
つ
い
て
古
代
部
会
と
記
述
の
調
整
を

行
い
ま
し
た
。
特
に
、「
白
鳳
寺
院
の
創
建
」
の

部
分
は
古
代
編
と
重
複
す
る
た
め
、
古
代
編
で
記

述
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
今
後
も
調
整
し
な

が
ら
、
作
業
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

◆ 

古
代
部
会

（
部
会
長

：
狩
野
委
員
、
副
部
会
長

：

今
津
委
員
）

資
料
編
の
出
版
に
向
け
て
、
掲
載
史
料
を
選
定

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
通
史
編
の
内
容
を
す
り
合

わ
せ
る
た
め
、
自
然
風
土
・
考
古
部
会
と
合
同
部

会
を
２
月
に
開
催
し
、
出
版
へ
向
け
て
作
業
を
本

格
化
し
て
い
ま
す
。

◆ 

民
俗
部
会

（
部
会
長

：

前
原
委
員
、
副
部
会
長

：

安
倉
氏
）

２
月
に
部
会
を
開
き
、
調
査
報
告
や
、
来
年
度

の
調
査
予
定
に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。
地
域
に

関
す
る
様
々
な
聞
き
取
り
調
査
も
続
い
て
い
ま

す
。民

話
編
に
関
し
て
は
、
今
ま
で
の
調
査
で
録
音

し
て
き
た
音
声
デ
ー
タ
を
文
字
起
こ
し
す
る
作
業

を
引
き
続
き
進
め
て
い
ま
す
。

◆ 

中
世
部
会

（
部
会
長

：

三
好
委
員
、
副
部
会
長

：

久
野
委
員
）

資
料
編
の
出
版
に
向
け
、
市
内
外
の
資
料
を
調
査

し
て
い
ま
す
。
二
宮
の
高
野
神
社
関
連
資
料
の
調
査

で
、
12
月
に
は
真
庭
市
へ
、
２
月
に
は
山
口
県
文
書

館
が
所
蔵
す
る
毛
利
家
関
連
資
料
の
調
査
を
行
い
ま

し
た
。

◆ 

近
世
部
会

（
部
会
長

：

定
兼
委
員
、
副
部
会
長

：

在
間
委
員
）

２
月
に
部
会
を
開
き
、新
年
度
の
計
画
や
資
料
編
・

通
史
編
の
内
容
構
成
に
つ
い
て
協
議
し
た
後
、
執
筆

者
か
ら
の
調
査
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
３
月
に
は

安
井
家
文
書
の
選
別
会
を
開
き
、
候
補
資
料
を
絞
り

込
み
ま
し
た
。
今
後
も
引
き
続
き
、
個
人
所
蔵
資
料

の
調
査
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

◆ 

近
現
代
部
会

（
部
会
長

：

在
間
委
員
、
副
部
会
長

：

香
山
委
員
）

２
月
５
日
に
部
会
と
資
料
調
査
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
部
会
で
は
資
料
編
編
纂
に
向
け
た
今
後
の
調
査

方
針
な
ど
を
話
し
合
い
、
そ
の
後
の
調
査
会
で
は
加

茂
町
関
連
の
資
料
な
ど
を
中
心
に
調
査
し
ま
し
た
。

執
筆
者
各
自
の
個
別
調
査
も
活
発
に
行
わ
れ
て
お

り
、
資
料
編
の
刊
行
に
向
け
て
着
々
と
準
備
を
整
え

て
い
ま
す
。

『津山市史研究』第３号発行 
　新しい市史の発刊に先がけて、調査・研究内容の発表や新

発見資料を紹介する『津山市史研究』、３月末に発行する第

３号の内容は以下のとおりです。

・�森俊弘「美作国守護代の歴史的展開」

・�深見かづみ「津山地区におけるジャージー牛の消長」

・尾島治「津山の城下町における作人の形成と町作」

・小島徹「美作国絵図の描画内容の変遷」
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編
さ
ん
事
業
の
経
過
（
平
成
28
年
12
月
～
）

12
月
３
日	

美
作
学
講
座
第
４
回

12
月	

「
市
史
だ
よ
り
」
第
７
号
発
行

平
成
29
年

２
月
５
日	
第
２
回
近
現
代
部
会
・
合
同
調
査

２
月
８
～
28
日	

図
書
館
で
の
展
示

２
月
12
日	

考
古
・
古
代
合
同
部
会

２
月
13
日	

第
２
回
民
俗
部
会

２
月
19
日	

第
２
回
近
世
部
会

２
月
21
日	

第
２
回
編
さ
ん
委
員
会

３
月
20
日	

近
世
安
井
家
文
書
選
別
会

３
月
25
日	

自
然
風
土
・
考
古
部
会

３
月	

「
市
史
研
究
」
第
３
号

	

「
市
史
だ
よ
り
」
第
８
号
発
行

陶製の量水器のフタ
「なぜ大阪の市章があるの？」

これは、昨年夏に市内のあるお宅から寄贈されたもの
です。今で言うところの給水メーターのボックスのフタ
なのですが、陶製という珍しい材質で、しかも津山市章
の剣
けん

大
だい

ではなく、大阪市章の澪
みお

標
つくし

が入っています。
津山市・大阪市双方の水道局に問い合わせましたが、
現役で使用されていないためか、詳細は不明でした。た
だ、津山市水道局には、津山市章入りの陶製のフタが保
管されていました。大阪市のものが津山市で使われてい
た経緯も、寄贈者のお宅が大阪市から転居してきた訳で
はなく、現状ではよくわかりません。
すべてが謎だらけではありますが、新式のボックスへ
の変更過程での廃棄の網を幸運にもかいくぐったため
に、戦中・戦後ごろの物資不足を物語る、貴重で珍しい
資料であることには間違いありません。　　　（小島）

古い物があれば
お知らせください！

こちらも、市内のあるお宅から最近に	
なって寄贈されたものです。近現代の賞状、	
書画など（写真上）のほか、染織に用い
る型紙（写真下）も含まれていました。
市史編さんには、情報も資料もたくさ
ん必要です！古い物を処分される前に、
市史編さん室へご一報ください。市民の
皆さんの力を合わせて、より良い市史を
作っていきましょう。

資料紹介

お願い

市立図書館での展示風景（２月）
津山市史の編さんや地域の歴史への関心を
寄せてもらうため、館内の一角でパネル展示
を行い、子ども向けのクイズやパズルも作成
しました。
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は
じ
め
に

久
宗
家
の
前
庭
に
足
を
踏
み
入
れ
る

と
、右
側
に
大
き
な
石
碑
が
立
っ
て
い
る
。

そ
れ
に
は
次
の
よ
う
な
詩
文
が
刻
ま
れ
て

い
る
（
写
１
）。

「
賀
川
豊
彦
先
生
詩
碑
」

美
作
の
実
作
り　

久
宗
壮
氏
に
お
く
る

昭
和
三
十
年
八
月
十
五
日	

賀
川
豊
彦

美
作
の

椎
茸
作
り　

栗
作
り

山
美
し
く　

若
葉
栄
え

人
の
見
捨
て
し　

山
里
も

乳
と
蜜
と
に
蔽
わ
れ
て

今
楽
園
と　

化
し
て
行
く

　

く
る
み　

ひ
ら
た
け　

山
羊　

緬
羊

　

火
山
地
帯
の
赤
土
を

　

く
し
く
も
開
く　

パ
ラ
ダ
イ
ス

　

美
作
実
作
り　

桑
い
ち
ご

　

赤
い
血
の
色　

ル
ビ
ー
色

　

星
も
羨
や
む　

愛
の
園

　

月
も
太
陽
も　

美
作
の

　

生
命
の
森
に　

手
を
貸
せ
ば

　

実
作
り
美
作　

愛
の
園

　
　
　
　
　

久
宗
壮
建
之

岡
山
県
北
、
久
米
郡
久
米
町
（
現
津
山

市
中
北
上
）
で
立
体
農
業
を
実
践
し
成
功

を
収
め
て
い
た
、
久
宗
壮
に
対
す
る
賀
川

豊
彦
（
以
下
賀
川
）
の
賛
辞
を
記
念
碑
と

し
た
も
の
で
あ
る
。
後
に
み
る
ご
と
く
、

久
宗
壮
に
と
っ
て
賀
川
は
恩
人
と
い
っ
て

も
過
言
で
は
な
く
、
賀
川
の
提
唱
す
る
立

体
農
業
に
文
字
通
り
一
生
を
捧
げ
て
取
り

組
ん
だ
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
思
想
的
背
骨

に
は
キ
リ
ス
ト
教
が
あ
っ
た
。「
愛
の
園
」

と
は
、
賀
川
も
理
想
と
す
る
「
神
の
国
」

で
あ
っ
た
。

以
下
、
賀
川
の
影
響
を
受
け
つ
つ
、
久

宗
壮
が
ど
の
よ
う
に
し
て
立
体
農
業
を
実

践
し
、
全
国
に
普
及
さ
せ
て
行
っ
た
か
を

た
ど
る
こ
と
に
す
る
。

１
．
久
宗
壮
と
賀
川
豊
彦

ユ
ニ
ー
ク
な
自
伝
と
し
て
注
目
さ
れ

た
『
久
宗
二
等
兵
』
に
よ
れ
ば
、
明
治

四
十
（
一
九
〇
七
）
年
岡
山
県
久
米
郡

久
米
町
中
北
上
で
生
ま
れ
、
大
正
十
四

（
一
九
二
五
）
年
三
月
に
岡
山
県
立
高
松

農
学
校
を
卒
業
、
倉
敷
に
あ
っ
た
大
原
農

業
研
究
所
（
現
岡
山
大
学
資
源
植
物
科
学

研
究
所
）
の
助
手
と
し
て
近
藤
万
太
郎
所

長
の
研
究
室
で
植
物
学
の
研
究
を
続
け
て

い
た
が
、
翌
十
五
年
に
父
が
死
去
し
た
の

を
機
に
、
失
意
の
う
ち
に
帰
郷
し
た
。
昭

和
四
年
五
月
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
多
額
の

借
金
と
弟
が
病
死
す
る
な
ど
、「
逆
境
と

試
練
の
連
続
で
あ
っ
た
。
精
神
的
な
よ
り

ど
こ
ろ
を
求
め
賀
川
先
生
に
弟
子
入
り
し

た
」（
注
１
）
と
述
懐
し
て
い
る
。

昭
和
五
年
五
月
五
日
、
運
命
の
出
会
い

が
あ
っ
た
。
こ
の
日
津
山
の
キ
リ
ス
ト
教

会
で
賀
川
の
大
講
演
会
が
開
か
れ
た
（
注

２
）。「
賀
川
先
生
は
日
本
の
食
料
問
題
を

解
決
す
る
た
め
に
は
、
米
に
た
よ
ら
ず
、

生
命
の
樹
を
つ
く
り
、
家
畜
を
飼
う
『
立

体
農
業
』
の
経
営
を
説
か
れ
た
。････

私
が
近
藤
万
太
郎
博
士
の
弟
子
で
あ
る
こ

と
を
知
っ
た
賀
川
先
生
か
ら
、
美
作
の
国

を
立
体
農
業
に
よ
っ
て
美
し
く
つ
く
る
よ

う
に
激
励
を
う
け
た
。」（『
久
宗
二
等
兵
』

一
一
二
ペ
ー
ジ
）

賀
川
の
名
は
、『
死
線
を
超
え
て
』（
上

巻
一
九
二
〇
年
発
刊
）
が
一
カ
年
で

二
百
十
版
を
重
ね
る
大
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
に

な
っ
て
お
り
、
普
く
知
ら
れ
て
い
た
が
、

一
九
二
五
年
に
デ
ン
マ
ー
ク
の
農
村
視
察

を
敢
行
し
て
よ
り
、
立
体
農
業
に
よ
る
農

村
の
更
正
を
目
指
す
よ
う
に
な
っ
た
（
注

３
）。
そ
し
て
、『
農
村
社
会
事
業
』（
昭

和
八
年
）
や
『
農
村
更
正
と
精
神
更
正
』

な
ど
を
著
し
、
各
地
で
農
民
福
音
学
校
を

開
い
て
そ
の
普
及
に
つ
と
め
た
。
と
り
わ

け
『
乳
と
蜜
の
流
る
ゝ
郷
』（
注
４
）
は
、

主
人
公
田
中
東
助
が
、
郷
里
を
離
れ
て
出

稼
ぎ
を
し
な
が
ら
次
第
に
キ
リ
ス
ト
教
と

立
体
農
業
に
め
ざ
め
、
帰
郷
し
て
そ
の
普

及
に
尽
く
す
物
語
で
あ
っ
た
の
で
、
広
く

読
ま
れ
た
。
こ
の
中
に
久
宗
壮
が
登
場
す

る
。
そ
の
場
面
を
以
下
に
再
現
し
よ
う
。

東
助
は
、
胡
桃
の
接
木
と
聞
い
て
び
っ
く

り
し
た
。

『
え
つ
？  

胡
桃
の
接
木
が
で
き
ま
す
か
？
』

彼
は
、
今
日
ま
で
、
胡
桃
の
接
木
が
、
日

本
で
は
絶
対
に
不
可
能
で
あ
る
と
、
繰
返
し

繰
返
し
聞
か
さ
れ
て
ゐ
た
。
で
、
こ
の
眼
鏡

を
か
け
た
青
年
が
、
無
造
作
に
接
木
し
て
ゐ

る
の
を
見
て
び
っ
く
り
し
た
。

『
え
ゝ
、
ま
だ
他
の
地
方
で
は
や
っ
て
ゐ
な

い
や
う
で
す
が
、
私
達
の
同
志
の
久
宗
っ
て

　
久
宗
壮
と
立
体
農
業	

森
元　

辰
昭

　研究ノート　

写１：賀川豊彦先生詩碑
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い
ふ
人
が
、
胡
桃
の
接
木
に
成
功
し
た
も
ん

で
す
か
ら
ね
。
私
た
ち
は
、
今
年
初
め
て
こ

ん
な
こ
と
を
や
っ
て
ゐ
る
ん
で
す
。』

こ
の
本
は
、
昭
和
九
年
一
月
か
ら
十
年

十
二
月
ま
で
『
家
の
光
』
に
連
載
さ
れ
た

も
の
を
、
十
年
十
一
月
に
改
造
社
か
ら
発

行
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
記
さ
れ
た

「
同
志
の
久
宗
」
が
久
宗
壮
で
あ
る
こ
と

は
明
白
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
賀
川
は
、
キ

リ
ス
ト
教
の
伝
導
活
動
と
し
て
昭
和
二
年

二
月
十
一
日
に
第
一
回
日
本
農
民
福
音
学

校
を
開
設
す
る
が
、
久
宗
壮
は
第
五
回
か

ら
講
師
を
勤
め
て
い
る
。
昭
和
十
五
年
一

月
八
日
か
ら
第
十
四
回
日
本
農
民
福
音
学

校
が
開
か
れ
た
際
の
久
宗
壮
に
つ
い
て
、

賀
川
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

久
宗
氏
は
美
作
の
山
の
中
で
、
私
の
書
い

た
農
村
社
会
事
業
と
い
ふ
書
物
を
教
科
書
に

し
て
、
色
々
農
村
設
計
を
し
て
ゐ
ら
れ
る
が
、

私
の
書
い
た
あ
の
小
さ
な
書
物
を
同
氏
ほ
ど

実
際
生
活
に
生
か
し
て
く
れ
る
人
は
、
日
本

に
も
さ
う
多
く
な
い
。
今
度
は
同
氏
が
進
ん
で 

私
の
故
郷
へ
行
っ
て
稲
作
の
指
導
を
し
て
く
だ

さ
る
さ
う
で
あ
る
が
感
謝
し
て
ゐ
る
。（
注
５
）

さ
て
久
宗
壮
は
、
昭
和
十
三
年
よ
り
青

年
教
育
の
教
師
と
な
っ
た
が
、
二
カ
年
の

体
験
を
ま
と
め
た
論
文
が
第
一
等
賞
と
な

り
、
文
部
省
「
青
年
教
育
賞
」
を
受
賞
、

わ
ず
か
四
年
の
教
師
生
活
で
青
年
学
校
長

と
な
っ
た
。
こ
の
時
も
、
賀
川
は
栄
達
で

は
な
く
、
立
体
農
業
の
研
究
と
普
及
に
打

ち
込
み
、
印
税
で
食
え
る
生
活
を
勧
め
た

と
い
う
。

先
の
『
久
宗
二
等
兵
』
に
は
、
昭
和

十
九
年
の
軍
隊
生
活(

補
充
兵
→
突
撃

隊
の
二
等
兵
な
ど)

が
記
述
さ
れ
て
い
る

が
、
五
ヶ
月
で
除
隊
、
し
か
し
昭
和
二
十

年
再
び
入
隊
し
た
も
の
の
一
ヶ
月
で
除

隊
、
理
由
は
「
君
は
学
校
長
の
資
格
で
は

帰
れ
な
い
。立
体
農
業
の
権
威
者
で
あ
る
。

帰
郷
し
て
増
産
指
導
に
挺
身
せ
よ
」
と
の

特
別
配
慮
が
あ
っ
た
（
注
６
）。

見
ら
れ
る
と
お
り
、
戦
前
期
か
ら
賀
川

の
影
響
に
よ
っ
て
キ
リ
ス
ト
教
精
神
（
土

を
愛
し
、
神
を
愛
し
、
隣
を
愛
す
、
三
愛

主
義
）
と
立
体
農
業
の
実
践
者
と
し
て
ひ

た
す
ら
突
き
進
む
こ
と
に
な
っ
た
。

２
．
久
宗
壮
の
立
体
農
業

倉
敷
か
ら
帰
郷
後
、
三
年
間
で
「
シ
イ

タ
ケ
先
生
」
と
称
さ
れ
、「
昭
和
八
・
九
・

一
〇
年
頃
に
は
、
津
山
駅
前
の
タ
ク
シ
ー

で
『「
シ
イ
タ
ケ
の
先
生
』
と
こ
ろ
へ
と

云
へ
ば
、
だ
ま
っ
て
連
れ
て
く
る
位
に
、

全
国
各
地
か
ら
視
察
者
が
押
し
か
け
た
も

の
で
あ
る
。」（
注
７
）

「
田
畑
の
作
り
を
主
体
と
し
、
樹
木
農

業
と
有
畜
農
業
と
を
こ
れ
に
加
え
た
も
の

を
い
う
。
椎
、
栗
、
胡
桃
、
ど
ん
ぐ
り
等

を
山
に
植
え
、
食
料
の
補
給
源
と
し
、
山

羊
、
羊
を
飼
い
乳
を
と
り
毛
を
用
い
る
こ

と
に
よ
り
農
家
経
済
を
充
実
す
べ
し
と
う

い
の
が
賀
川
の
立
体
農
業
で
あ
る
。」
と

武
藤
富
男
が
解
説
し
て
い
る
が
（
注
８
）、

久
宗
壮
の
立
体
農
業
の
主
体
は
、「
ク
リ

と
豚
」（
注
９
）
で
あ
っ
た
。

賀
川
と
同
じ
く
久
宗
壮
は
、
農
民
福
音

学
校
を
開
き
久
宗
立
体
農
業
研
究
所
を
実

習
場
と
し
て
、
県
内
は
も
と
よ
り
広
く
県

外
か
ら
も
実
習
生
を
受
け
入
れ
て
普
及
に

努
め
た
。
次
の
資
料
は
、
賀
川
が
講
師
を

務
め
、久
宗
力
家
に
残
る
賀
川
の
扁
額「
土

愛
隣
愛
神
愛
」（
写
２
）
を
揮
毫
し
た
と

き
の
第
一
回
美
作
農
民
福
音
学
校
の
「
案

内
」
で
あ
る
（
注
10
）。

祖
国
農
村
の
窮
乏
を
救
へ
　
待
望
の
美
作

農
民
福
音
学
校
開
催

と
き
昭
和
二
十
四
年
四
月
四
日
午
後
一
時

よ
り
七
日
正
午
迄

日
本
再
建
は
農
村
の
生
活
確
立
に
あ
る
。

農
村
を
忘
れ
て
日
本
の
新
生
は
な
い
。
農
村

は
戦
後
の
景
気
で
し
ば
ら
く
酔
ふ
て
い
た
が
、

今
や
危
機
に
立
つ
に
い
た
っ
た
。
村
を
救
ふ

道
は
何
処
に
あ
る
か
？

わ
れ
ら
は
二
十
余
年
の
歴
史
と
体
験
と
実

践
に
よ
っ
て
、
そ
の
理
論
と
方
法
を
語
る
。
農

民
福
音
学
校
と
は
言
ふ
か
、
設
備
も
な
い
不

完
全
な
寺
子
屋
の
姿
で
あ
る
。
疊
に
坐
し
て
先

生
の
声
咳
に
ふ
れ
つ
ゝ
学
理
と
実
際
を
学
ぶ
。

土
を
愛
し
、
神
を
愛
し
、
隣
人
を
愛
す
る

三
愛
主
義
に
基
い
て
新
日
本
農
村
の
礎
石
た

ら
ん
青
年
よ
来
れ
、
ま
こ
と
に
聖
書
に
教
へ

る
「
一
粒
の
麦
地
に
落
ち
て
死
な
ず
は
唯
一

粒
に
て
あ
ら
ん
、
も
し
死
な
ず（
マ
マ
）は
多
く
の
実

を
結
ぶ
べ
し
」
一
粒
の
麦
を
以
っ
て
任
ず
る

者
の
学
ぶ
と
こ
ろ
で
あ
る
。

●
講
義
と
そ
の
講
師

農
村
改
造
論
　
賀
川
豊
彦
、
農
村
恐
慌
対

策
　
元
代
議
士
杉
山
元
治
郎
、
有
畜
農
業
　

岡
山
県
種
畜
場
長
蔵
知
　
毅
、
人
生
と
宗 

教
　
津
山
キ
リ
ス
ト
教
図
書
館
長
森
本
慶
三
、

ア
メ
リ
カ
の
農
業
　
同
志
社
大
学
教
授
マ
ツ

ク
ナ
イ
ト
博
士
、
聖
書
・
丁
抹
に
学
ぶ
　 

一
麦
教
会
牧
師
吉
田
源
治
郎
、
立
体
農
業
の

実
際
　
接
木
・
食
用
茸
栽
培
　
久
宗
　
壮

賀
川
と
並
び
日
本
農
民
組
合
運
動
等
で

活
躍
し
た
杉
山
元
次
郎
や
津
山
キ
リ
ス
ト

教
図
書
館
長
の
森
本
慶
三
な
ど
が
講
師
と

し
て
久
宗
家
に
結
集
し
た
。
昭
和
二
十
五

年
に
は
自
宅
に「
久
宗
立
体
農
業
研
究
所
」

を
設
立
し
、
全
国
か
ら
年
二
人
の
実
習
生	
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を
受
け
入
れ
、
立
体
農
業
の
普
及
に
努
め
た	

（
二
十
六
年
～
五
十
年
ま
で
に
四
十
数
名
）。

立
体
農
業
を
実
践
す
る
久
宗
農
場
は
、

以
下
の
よ
う
な
経
営
規
模
で
あ
っ
た（
注
11
）。

久
宗
農
場
経
営

一 

、
水
田
　
三
反
三
畝
　
水
稲
、
裏
作
に
は
小
麦

と
レ
ン
ゲ

二 

、
畑
　
二
反
二
畝
　
甘
藷
一
反
五
畝
、
苗
圃
四

畝
、
野
菜
三
畝

三 

、
家
畜
　
乳
牛
一
頭
（
生
後
一
ヶ
年
）　
和
牛

二
頭
（
預
け
牛
と
し
て
農
繁
期
の
み
飼
育
す

る
）
豚
三
頭
（
種
牡
豚
一
、
繁
殖
牝
豚
二
）　

緬
羊
三
頭
（
コ
リ
デ
ー
ル
種
、
種
牝
緬
羊
一
、

繁
殖
牝
緬
羊
二
）、
山
羊
四
頭
（
ザ
ー
ネ
ン
種

牝
山
羊
一
、
乳
用
牝
山
羊
三
）　
ニ
ハ
ト
リ

一
五
○
羽
（
ロ
ッ
ク
ホ
ン
１
０
０
羽
、プ
リ
モ
ー

ス
ロ
ッ
ク
五
○
羽
）　
ア
ン
ゴ
ラ
兎
四
羽
（
採

毛
用
）　
蜜
蜂
四
群
（
洋
種
）　
淡
水
魚
類
　

鯉
池
三
○
坪
、
鯉
一-

四
年
生
五
○
○
匹
　

ド
ジ
ョ
ウ
池
一
○
坪
ド
ジ
ョ
ウ
二
貫
　
ウ
ナ

ギ
池
一
○
坪
子
ウ
ナ
ギ
一
貫

四 

、宅
地
利
用
　
三
○
○
坪
、菓
子
ク
ル
ミ
、ク
リ
、

カ
キ
、マ
ル
ベ
リ
ー
、ペ
カ
ン
、ボ
ボ
ー
、ブ
ド
ウ
、

イ
チ
ヂ
ク
、
ビ
ワ
、
ア
ケ
ビ
、
ザ
ク
ロ
、
ビ
ッ
ク
リ

グ
ミ
な
ど
の
果
樹
類
、
庭
園
樹
下
に
は
シ
イ
タ

ケ
、
ヒ
ラ
タ
ケ
榾
木
、
バ
タ
リ
ー
鶏
舎
二
棟

五 

、山
林
利
用
　
約
五
町
（
大
部
分
は
松
、雑
木
、

ヒ
ノ
キ
、
ス
ギ
の
植
林
地
）
ク
リ
園
一
町
五
反

一-

五
年
生
　
シ
イ
タ
ケ
榾
木
約
一
万
五
千
貫

（
約
一
反
五
畝
の
山
林
利
用
）
果
樹
園
一
反

六 

、
家
族
（
名
前
、
換
算
能
力
は
省
略
）

　 
経
営
主 

壮
（
四
五
才
）、
妻 

（
四
五
才
）、
母 

（
七
六
才
）　
長
男
（
島
大
獣
医
科
二
年
在
学
）

　
二
男
（
小
学
校
二
年
在
学
）　
長
女
（
高
等

学
校
二
年
在
学
）
二
女
（
中
学
校
二
年
在
学
）

三
女
（
小
学
校
五
年
在
学
）　
研
究
生
　
沢
田

幸
男
（
高
知
県
内
地
留
学
生
）　
〃
　
三
谷
四

郎
（
高
知
県
内
地
留
学
生
）

七
、
農
家
収
入
の
比
率

　 

①
家
畜
類
　
　
六
○
％
　
　
②
シ
イ
タ
ケ
、

ヒ
ラ
タ
ケ
　
二
○
％
　
③
種
苗
、
種
菌
　 

一
○
％
　
④
果
樹
類
そ
の
他
　
一
○
％

樹
木
農
業
と
有
畜
農
業
に
鯉
や
ド
ジ
ョ

ウ
池
な
ど
ユ
ニ
ー
ク
な
魚
類
も
加
わ
り
、

ま
さ
し
く
立
体
的
な
経
営
で
あ
り
、「
ニ

ワ
ト
リ
で
日
給
、
キ
ノ
コ
で
ボ
ー
ナ
ス
、

ク
リ
で
恩
給
、
植
林
で
養
老
年
金
」
の
目

標
を
達
成
し
た
。

久
宗
農
場
は
全
国
に
知
れ
わ
た
り
、
講

演
依
頼
が
相
次
い
だ
。「
昨
年
も
今
年
も

共
に
百
五
十
日
か
ら
行
脚
し
て
い
る
」
と

い
う
状
況
で
あ
っ
た
。（
注
12
）。

昭
和
三
十
三
年
に
は
開
設
間
も
な
い
旭

川
荘
に
「
立
体
農
業
研
究
所
」
が
開
設
さ

れ
、
久
宗
壮
が
所
長
に
迎
え
え
ら
れ
た

（
注
13
）。
ま
た
、
昭
和
三
十
八
年
に
オ
ー

プ
ン
し
た
観
光
栗
園
（
第
一
観
光
栗
園
三

㌶
、
第
二
栗
園
七
㌶
）
は
、「
久
宗
農
場

前
」
と
い
う
中
鉄
バ
ス
の
停
留
所
が
設
置

さ
れ
、
年
数
千
名
の
観
光
客
が
押
し
か
け

る
盛
況
ぶ
り
で
あ
っ
た
。
入
山
料
二
〇
〇

円
、
自
家
製
の
「
栗
赤
飯
」
三
○
○
円
が

大
好
評
で
あ
っ
た
（
注
14
）。

３
．
久
宗
賞
の
創
設

人
気
を
博
し
た
『
久
宗
式
シ
イ
タ
ケ
栽

培
法
』『
ヒ
ラ
タ
ケ
の
人
工
栽
培
法
』『
手

軽
に
で
き
る
栄
養
食
品
の
加
工
』『
ヒ
ラ

タ
ケ
、
ナ
メ
コ
、
エ
ノ
キ
タ
ケ
、
制
ガ
ン

キ
ノ
コ
類
の
人
工
栽
培
』
な
ど
多
数
の
著

書
の
印
税
と
観
光
栗
園
等
の
収
益
を
原
資

の
寄
付
を
機
に
、
母
校
岡
山
県
立
高
松
農

業
高
校
に
『
久
宗
賞
』
が
設
け
ら
れ
た
。

昭
和
四
十
一
年
の
こ
と
で
あ
る
（
二
十
回

三
一
三
名
受
賞
）。
さ
ら
に
、
農
業
の
担

い
手
が
減
少
す
る
な
か
、
農
業
従
事
者
を

奨
励
す
る『
久
宗
愛
農
賞
』を
設
け
た（
昭

和
四
十
八
年
、
十
二
回
七
五
名
）（
注
15
）

こ
れ
ら
長
年
に
わ
た
る
日
本
農
業
発
展

の
功
績
に
よ
り
、
黄
綬
褒
章
、
勲
五
等
瑞

宝
章
、
三
木
記
念
賞
な
ど
を
受
賞
し
た
。

彼
の
生
涯
の
活
動
と
交
友
関
係
な
ど
は
、

『
久
宗
壮
の
生
き
ざ
ま
』に
詳
し
い（
注
16
）。

お
わ
り
に

耕
作
放
棄
地
の
拡
大
や
農
業
の
担
い
手

不
足
な
ど
、
日
本
農
業
の
危
機
的
状
況
が

指
摘
さ
れ
て
久
し
い
。
最
近
に
な
っ
て
、

藻
谷
浩
介
・
Ｎ
Ｈ
Ｋ
広
島
取
材
班
『
里
山

資
本
主
義
』
な
ど
で
、
久
宗
壮
の
隣
村
真

庭
市
で
の
め
ざ
ま
し
い
林
業
再
生
の
企
業

活
動
な
ど
が
、
ま
た
、
芸
術
家
等
の
活
動

が
広
が
る
西
粟
倉
村
・
牛
窓
町
な
ど
も
注

目
さ
れ
て
き
た
。
米
主
体
の
農
業
を
維
持

し
な
が
ら
、
農
業
再
生
の
展
望
が
開
け
な

い
か
、
久
宗
壮
の
実
践
し
た
立
体
農
業
は

も
う
一
度
見
直
さ
れ
る
べ
き
時
期
に
来
て

い
る
と
い
え
よ
う
。

　
　

注

（
１	

）『
久
宗
二
等
兵
』（
全
国
愛
農
会
、

一
九
七
三
年
）
九
〇
頁
。

（
２	

）『
身
辺
雑
記
』（『
賀
川
豊
彦
全
集
』
24
、

以
下
『
全
集
』
と
す
る
）
昭
和
五
年
五
月
に

よ
れ
ば
、「
△
五
月
一
日
か
ら
私
は
九
日
迄

岡
山
県
を
巡
回
し
ま
し
た
。････

香
加
登

教
会
で
四
日
間
奉
仕
い
た
し
ま
し
（
マ
マ
）。

翌
日
（
五
日-

引
用
者
注
）
私
は
津
山
に
行

き
ま
し
た
。
津
山
教
会
で
昼
一
回
晩
一
回
の

講
演
を
な
し
、
翌
日
は
法
然
上
人
の
母
方
の

家
に
当
る
立
石
家
を
訪
問
し
、
家
宝
を
見
せ

て
貰
ひ
、（
中
略
）
立
石
氏
は
早
く
キ
リ
ス

ト
教
に
な
っ
て
そ
の
一
家
族
も
キ
リ
ス
ト
教

に
な
っ
て
ゐ
ま
す（
一
一
五
頁
）。ち
な
み
に
、

こ
の
立
石
家
と
は
、
津
山
市
二
宮
の
大
庄
屋

の
立
石
岐
家
で
あ
る
。

　研究ノート　

写３：賀川豊彦（右）と久宗壮
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（
３	

）
ジ
ョン
・
ラ
ッ
セ
ル
・
ス
ミ
ス
「T

ree	C
rops

」

を
内
山
俊
雄
共
訳
『
立
体
農
業
の
研
究
』
と

し
て
発
行
（
昭
和
八
年
二
月
）『
全
集
』
12
、

武
藤
富
男
解
説
、
五
三
一
～
五
三
二
頁
。

（
４	

）『
乳
と
蜜
の
流
る
ゝ
郷
』（『
全
集
』
17
、

二
八
二
～
二
八
三
頁
。

（
５	

）『
身
辺
雑
記
』（『
全
集
』
24
）
二
九
七
頁
。

昭
和
十
五
年
二
月
号
「
武
庫
川
の
畔
よ
り
」

（
６	

）『
久
宗
二
等
兵
』
九
二
頁
。

（
７	

）『
私
の
立
体
農
業
経
営
』
愛
農
会
本
部
刊
、

一
九
五
三
年
）
一
三
四
頁
。

（
８	

）『
全
集
』
12
、
五
二
九
頁
。

（
９	

）『
久
宗
二
等
兵
』
一
一
五
頁
。

（
10	
）『
私
の
立
体
農
業
経
営
』一
五
五
～
一
五
八

頁
。
な
お
、
第
八
回
の
美
作
農
民
福
音
学
校

に
つ
い
て
は
、『
広
報
久
米
』
第
三
号
（
昭

和
三
十
年
三
月
十
五
日
号
に
次
の
よ
う
な
案

内
が
掲
載
さ
れ
た
。

第
八
回
美
作
農
民
福
音
学
校
開
催

　
　
三
月
二
十
八
日
か
ら
四
日
間

　
　
　
　
於
　
久
宗
立
体
農
業
研
究
所

　
農
村
は
今
や
深
刻
な
危
機
に
立
つ
に

至
っ
た
。
村
を
救
う
道
が
あ
り
か
？
こ
れ

に
答
え
る
唯
一
の
道
は
、
土
と
神
と
隣
を

愛
す
る
三
愛
主
義
に
立
っ
て
、
立
体
農
業

を
実
践
す
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
こ
と
に
聖

書
に
教
え
る
「
一
粒
の
麦
地
に
落
ち
て
死

な
ば
た
ゞ
一
粒
で
あ
ら
ん
。
若
し
死
な
ば

多
く
の
実
を
結
ぶ
べ
し
」
－
一
粒
の
麦
と

な
っ
て
農
村
の
礎
石
た
ら
ん
と
す
る
青
年

よ
、
来
れ
、
共
に
学
ぼ
う
。

●
講
師
　
聖
書
　
高
戸
津
山
教
会
牧
師
、
こ

れ
か
ら
の
林
業
　
野
澤
岡
山
県
林
務
部
長
、

ヒ
ッ
ク
ス
・
マ
ル
ベ
リ
ー
接
木
　
山
内
岡
山

県
蚕
業
試
験
場
長
、
特
用
樹
種
の
解
説
　

片
山
岡
山
県
林
業
試
験
場
長
、
ニ
ュ
ー
ジ

ラ
ン
ド
の
畜
産
（
幻
灯
）
蔵
知
技
師
、
水

稲
培
土
栽
培
　
堀
家
隆
士
、
ク
リ
の
活
着

一
〇
〇
％
斜
接
法
実
習
、
シ
イ
タ
ケ
、
ヒ

ラ
タ
ケ
栽
培
実
習
　
久
宗
壮

●
講
義
と
実
習
（ 

毎
日
午
前
九
時
か
ら
午
後

五
時
迄
）

三
月
二
十
八
日
　
高
戸
、
久
宗
の
各
講
師
、

三
月
二
十
九
日
　
高
戸
、
久
宗
の
各
講
師
、

三
月
三
十
日
　
高
戸
、
山
内
、
片
山
、
堀
家
、

蔵
知
（
夜
）
各
講
師
、
三
月
三
十
一
日
　

公
開
大
講
演
（
大
井
西
中
学
）
蔵
知
、
野

澤
講
師

●
受
講
料
　 

久
米
町
民
は
無
料
、（
町
外
者

一
五
〇
円
）、
申
込
　
坪
井
局
区

内
久
米
町
坪
井
上
　
森
　
操

●
申
込
期
日
　
三
月
二
十
五
日

●
持
参
品
　
筆
記
用
具
、
剪
定
鋏
、
ナ
イ
フ
、

聖
書
、
賛
美
歌
な
ど

●
主
催
　
久
米
町
大
井
西
愛
農
会

（
11�
）『
私
の
立
体
農
業
経
営
』
二
五-

二
六
頁
。

（
12�
）『
私
の
立
体
農
業
経
営
』
一
六
五
頁
。
な
お�

久
宗
力
所
蔵
「
津
山
朝
日
新
聞
」
に
「
全
国

農
村
行
脚
記
」
の
連
載
記
事
が
あ
る
。

（
13�
）
社
会
福
祉
法
人
旭
川
荘
『
二
十
年
の
歩
み
』

（
一
九
七
七
年
）「
立
体
農
業
研
究
所
」、
旭

川
荘
三
十
年
誌
編
纂
委
員
会
『
福
祉
社
会
を

め
ざ
し
て
　
旭
川
荘
の
三
十
年
』（
一
九
八
七

年
）
創
設
期
の
う
ち
「
立
体
農
業
研
究
所
」

を
参
照
の
こ
と
。
七
年
間
続
き
、
八
年
目
に

畜
産
科
に
吸
収
さ
れ
た
。

（
14�
）『
久
宗
二
等
兵
』
一
一
六
頁
。

（
15�
）
岡
山
県
立
高
松
農
業
高
校
『
記
念
の
石-

久
宗
壮
先
生
を
忍
ん
で-

』（
一
九
八
六
年
）

（
16�
）
田
中
芳
三
編
『
久
宗
立
体
農
業
の
創
始
者

　
久
宗
壮
の
生
き
ざ
ま
』（
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・

グ
ラ
フ
社
、
一
九
八
七
年
）
参
照
。

　研究ノート　

久宗壮　略歴
年次 西暦 事　　　項

明治 40年 1907 4/26 岡山県久米郡久米町中北上に生まれる
大正 14年 1925 岡山県立高松農学校卒業大原農業研究所長近藤万太郎博士の助手として種子学・

育種学を学ぶ
大正 15年 1926 父早世 (48 歳）、
昭和　2年 1927 2/11 賀川豊彦、西宮市の自宅で日本農民福音学校を 1ヶ月間開催
昭和　3年 1928 倉敷教会にて、田崎健作牧師により受洗
昭和　4年 1929 5/ 帰郷「二千五百円という多額の借金、農会技術員となる、弟病死
昭和　5年 1930 5/5 賀川豊彦、「神の国運動」のキリスト教伝道、津山で講演　賀川の指導によ

り立体農業の研究を実践、
昭和　6年 1931 2/11 賀川の第 5回日本農民福音学校の講師となる（T1510/7 より兵庫県武庫

郡瓦木村が賀川の自宅）
昭和 10年 1935 賀川『乳と蜜の流るゝ郷』を改造社より発行、この中に久宗の実践（胡桃の接ぎ木）

が記述される。
昭和 11年 1936 3/『埋木式椎茸栽培法』刊行
昭和 13年 1938 青年学校教師となる
昭和 15年 1940 1/8 賀川第 14回日本農民福音学校開始、生徒 11人、久宗壮 10年に及ぶ講師。
昭和 16年 1941 9/22　文部省より「青年教育賞」受賞、青年学校長（美和・中山・興亜）とな

る賀川「君は土を通しての教育者」栄達の道を断て！
昭和 19年 1944 6/1 岡山中部四十八部隊に入隊
昭和 20年 1945 3/ 赤紙、入隊→「君は増産指導に挺身せよ」１ヶ月で除隊、小谷純一全国愛農会

結成
昭和 22年 1947 全国愛農会理事、岡山県愛農会長
昭和 24年 1949 4/4-6 第１回美作農民福音学校開催、賀川豊彦「愛土愛隣愛神」扁額　為美作農

民福音学校　5/『久宗式シイタケ栽培法』刊行
昭和 25年 1950 1/『日本再建と立体農業』（日本文教社）刊行、久宗立体農業研究所開設（年 2

人の実習生、26-50 年 40数名）
昭和 26年 1951 5/『農家台所必携』刊行
昭和 27年 1952 2/『ヒラタケの人工栽培法』刊行
昭和 28年 1953 1/『私の立体農業経営』刊行、岡山県知事賞受賞
昭和 30年 1955 3/28-31 第８回美作農民福音学校開催
昭和 33年 1958 5/『手軽にできる栄養食品の加工』（全国愛農会）刊行、旭川荘に「立体農業研究所」

設立、久宗荘、所長に就任（7年間、失敗）
昭和 34年 1959 5/『立体農業ｰ五反百姓の生き方』（全国愛農会）刊行
昭和 38年 1963 観光栗園オープン、翌年から中鉄バス観光、年数千名（入山料 200 円、栗赤飯

300円、多い年 50万円／ 1日 )
昭和 41年 1966 6/ 地中海コルシカ島の千年生の栗林視察、栗を常食とする貯蔵と加工を住民と検

討し意見を発表南米サンパウロ市の奥地に命の木ペカン・クルミの苗木植樹、立
体農業を講演 7/『ヒラタケ、ナメコ、エノキタケ、制ガンキノコ類の人工栽培』（富
民教会）刊行岡山県立高松農業高校に「久宗賞」創設（20回 313 名）釜山東西
實業大学で講義、名誉教授

昭和 43年 1968 11/22 大日本農会総裁高松宮宣仁親王より緑白綬有功賞を受賞
昭和 45年 1970 全国観光協会副会長韓国ソウル女子大学客員教授として講演と実地指導
昭和 46年 1971 沖縄県に招かれ茸類の試作指導及び適作物の検討
昭和 47年 1972 『年中発生高収益シイタケ栽培法』（富民協会）刊行
昭和 48年 1973 3/15『久宗二等兵』刊行（「愛農」に 30回連載岡山県立高松農業高校に「久宗

愛農賞」創設（12回 75名）
昭和 50年 1975 台湾の南（たかさご族）地帯で栗林の奨励と実地指導
昭和 51年 1976 内閣総理大臣より黄綬褒章（財）蚕業教育振興会より表彰状（蚕業教育に尽力）

10/5 長野士郎岡山県知事が久宗立体農業研究所を訪問（「吉備高原都市福祉農場
構想」）

昭和 53年 1978 『わが家の手づくり食品』（富民協会）／『生命の樹に懸ける－立体農業のすすめｰ』
（富民協会）刊行

昭和 56年 1981 北米ニュージャージー州にて茸の種菌指導
昭和 57年 1982 天皇陛下より勲五等瑞宝章受賞
昭和 58年 1983 三木記念賞受賞
昭和 59年 1984 10/6 病気入院（60.7.1 長野知事見舞い）
昭和 60年 1985 久米町より文化功労賞受賞 10/11 帰天、内閣総理大臣叙従六位
昭和 61年 1986 岡山県立高松農業高等学校『記念の石 - 久宗荘先生を偲んで－』刊行
注）『久宗壮の生きざま』その他、賀川については『賀川豊彦全集』24巻、年譜。
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今
年
度
の
最
後
は
、
順
正
短
大
や
岡
山
大
学
な
ど
で
教
鞭
を
執
ら

れ
、
日
本
近
世
の
女
性
史
を
ご
研
究
の
沢
山
美
果
子
氏
に
ご
講
演
い

た
だ
き
ま
し
た
。

ま
ず
、「
い
の
ち
」
か
ら
近
世
社
会
を
捉
え
直
す
研
究
が
進
展
し

て
い
る
現
状
を
紹
介
さ
れ
、
そ
の
「
い
の
ち
」
に
接
近
す
る
手
が
か

り
と
し
て
、
津
山
藩
の
妊
娠
・
出
産
管
理
政
策
を
採
り
上
げ
ら
れ
ま

し
た
。

こ
の
政
策
は
人
口
減
少
地
域
で
取
り
組
ま
れ
、
①
妊
娠
・
出
産
の

管
理
、
②
手
当
支
給
・
貸
与
、
③
教
諭
を
中
心
に
実
施
さ
れ
た
こ
と
、

そ
し
て
元
禄
の
生
類
憐
み
政
策
か
ら
「
い
の
ち
」
へ
の
介
入
が
始
ま

る
こ
と
を
確
認
の
後
、山
北
村
の
懐
胎
書
上
帳
を
分
析
さ
れ
ま
し
た
。

津
山
藩
で
は
「
赤
子
間
引
取
締
」
に
よ
り
、
妊
娠
４
か
月
で
の
届

出
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
実
際
の
届
出
の
平

均
は
６
か
月
余
り
で
し
た
。
誰
か
ら
も
妊
娠
が
分
か
り
、
子
ど
も
と

し
て
育
て
る
決
意
を
し
た
段
階
の
届
出
だ
と
推
測
さ
れ
、
女
の
み
が

知
り
得
る
妊
娠
の
自
覚
に
依
拠
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
妊
娠
・
出
産

管
理
政
策
に
は
、
意
思
そ
の
も
の
を
取
り
締
ま
ら
ね
ば
な
ら
な
い
困

難
が
あ
っ
た
と
も
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
夫
婦
が
描
か
れ
て
い
る
津
山
藩
の
間
引
き
教
諭
書
を
紹
介

さ
れ
、
産
む
か
否
か
の
決
断
に
男
と
女
が
関
与
し
て
い
る
こ
と
を
確

認
し
、
市
史
の
調
査
中
に
発
見
さ
れ
た
史
料
か
ら
、
堕
胎
・
間
引
き

へ
の
具
体
的
な
対
応
を
解
説
さ
れ
、お
話
を
締
め
く
く
ら
れ
ま
し
た
。

今
ま
で
の
津
山
市
史
で
は
触
れ
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
問
題
に
関
す

る
ご
講
演
で
、
聴
講
者
の
皆
さ
ん
は
熱
心
に
聴
き
入
り
、
質
疑
応
答

も
活
発
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

新
年
度
の
美
作
学
講
座
も
、
今
年
度
と
同
じ
く
市
史
を
テ
ー
マ
と

し
て
４
回
開
催
す
る
予
定
で
す
。
ど
う
ぞ
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

津
山
藩
の
妊
娠
・
出
産
管
理
政
策
か
ら
み
た

「
女
」
と
「
子
ど
も
」
の
い
の
ち

沢
山
　
美
果
子 

氏
（
近
世
編
執
筆
者
）

津山市史だより
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津
山
市
教
委
（
生
涯
学
習
課
）・
美
作
大
学
共
催

美
作
学
講
座
― 

津
山
市
史
関
連
研
究
か
ら 

―

● 

第
４
回
　

12
月
３
日
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